
本
学
会
に
お
い
て
、
す
で
に
「
金
瓶
梅
』
「
紅
楼
夢
』
お
よ
び
『
西

遊
記
」
に
つ
い
て
発
表
し
た
が
、
今
回
は
「
三
国
演
義
』
に
つ
い

て
の
べ
て
お
き
た
い
。

『
三
国
演
義
」
は
、
正
史
「
三
国
志
』
（
晋
、
陳
寿
、
三
一
三
’
二

九
七
年
）
を
も
と
と
は
し
て
い
る
が
、
全
く
別
な
も
の
で
あ
る
。
演

義
と
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
歴
史
を
、
フ
イ
ク
シ
ョ
ン
に
ま

と
め
あ
げ
た
、
い
っ
て
み
れ
ば
物
語
り
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。現

在
、
我
々
が
一
般
に
「
三
国
志
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
正

史
の
そ
れ
で
は
な
く
、
『
三
国
演
義
』
ま
た
は
「
三
国
志
演
義
』
と

い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
三
国
演
義
』
に
も
、
時
代
的
変

遷
が
あ
る
。
ま
ず
、
宋
代
、
街
の
講
釈
師
（
説
話
人
）
に
よ
り
原
形

が
語
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
中
に
は
「
説
三
分
」
と
い
う
、

砲
中
国
伝
統
医
学
と
道
教
（
卿
『
一
一
一
国
演
義
』

か
ら

圭
口
一
元

昭

勺
１

上
正

、
ｗ
″
Ｊ
Ｏ

三
国
志
を
専
門
と
す
る
も
の
が
い
た
。
元
代
に
な
る
と
、
『
全
相
三

国
志
平
話
』
（
至
治
年
間
一
三
二
一
’
二
三
年
）
が
あ
ら
わ
れ
た
。

こ
の
全
相
と
は
絵
入
の
こ
と
で
、
上
段
が
絵
、
下
段
が
物
語
り

と
な
っ
て
い
る
。
つ
い
で
、
元
代
に
な
る
と
、
羅
貫
中
（
太
原
の
人
、

元
来
、
明
初
の
人
と
い
う
だ
け
で
生
年
、
没
年
不
明
）
が
、
「
三
国
志
』

『
資
治
通
鑑
」
な
ど
を
も
と
と
し
て
、
内
容
を
歴
史
的
事
実
に
近

づ
け
、
一
大
大
河
小
説
、
叙
事
詩
に
つ
く
り
あ
げ
た
。
そ
の
名
を

『
三
国
志
通
俗
演
義
」
と
い
う
、
羅
貫
中
は
『
水
詩
伝
」
に
も
係

わ
り
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
最
も
古
い
も
の
が
、
弘
治
本
（
一
四
九

四
年
）
で
、
そ
の
後
長
く
世
に
出
て
い
た
が
、
清
代
に
な
る
と
、
『
李

卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
（
李
卓
吾
、
一
五
二
七
’
一
六
○
二
年
）
が

で
た
。
こ
れ
は
『
水
耕
伝
」
『
西
遊
記
」
『
金
瓶
梅
」
の
い
わ
ゆ
る

四
大
小
説
と
同
じ
ス
タ
イ
ル
に
組
み
代
え
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
清
代
初
め
、
毛
宗
嵐
が
、
い
わ
ゆ
る
「
毛
本
」
と
い
う
、
従

来
の
二
百
四
十
節
を
百
二
十
回
本
と
し
た
も
の
を
、
康
煕
十
八
年

二
六
七
九
年
）
に
発
刊
し
た
。
こ
れ
が
現
在
よ
く
目
に
す
る
「
三

国
志
』
で
あ
る
。

さ
て
、
物
語
り
は
、
道
教
の
初
ま
り
と
さ
れ
る
、
黄
巾
の
乱
か

ら
筆
を
お
こ
し
て
い
る
。
そ
の
領
袖
、
張
角
が
、
南
華
老
仙
と
い
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う
老
人
か
ら
『
太
平
要
術
」
と
い
う
天
害
三
巻
を
え
た
と
い
う
の

が
発
端
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
『
太
平
清
領
書
」
で
、
物
語

り
に
も
で
て
く
る
干
吉
よ
り
伝
わ
り
伝
わ
っ
て
張
角
の
手
に
入

る
。
こ
の
張
角
は
、
反
乱
を
お
こ
し
、
こ
れ
に
対
応
す
べ
く
、
時

の
朝
廷
の
命
に
立
ち
あ
が
っ
た
の
は
、
後
に
蜀
に
擦
っ
て
天
下
を

う
か
が
う
こ
と
に
な
る
劉
備
で
あ
る
。
彼
は
関
羽
、
張
飛
と
桃
園

で
義
兄
弟
の
盟
を
む
す
び
活
躍
す
る
。
そ
う
し
て
、
諸
葛
孔
明
と

い
う
類
ま
れ
な
軍
師
を
迎
え
、
曹
操
の
魏
、
孫
権
の
呉
と
三
国
鼎

立
の
虚
々
実
々
の
戦
い
を
す
る
。
し
か
し
、
関
羽
・
張
飛
の
死
、

つ
い
で
劉
備
ま
で
も
亡
り
、
孔
明
の
努
力
も
空
し
く
、
孔
明
も
最

期
を
、
秋
風
寒
し
五
丈
原
で
迎
え
る
。
や
が
て
魏
の
後
を
雲
っ
た
、

司
馬
炎
に
よ
り
、
蜀
も
呉
も
集
約
さ
れ
晋
と
い
う
時
代
に
な
る
。

物
語
り
は
こ
の
間
の
後
漢
の
終
り
二
二
○
年
か
ら
、
魏
の
滅
亡
、

晋
の
成
立
二
六
五
年
の
ほ
ぼ
四
十
五
年
の
物
語
り
と
な
っ
て
い

つ
（
》
Ｏ

『
三
国
演
義
」
の
内
容
は
、
た
ん
に
小
説
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
年
画
・
版
画
や
、
京
劇
に
も
登
場
し
て
、
人
々
は

「
判
官
び
い
き
」
で
曹
操
や
孫
権
は
憎
ま
れ
役
と
な
っ
て
い
る
。

「
桃
園
の
盟
い
」
「
連
環
の
計
」
「
三
顧
の
礼
」
「
長
坂
波
の
戦
い
」

「
赤
壁
の
戦
い
」
「
回
荊
州
」
「
出
師
の
表
」
「
空
城
の
計
」
「
五
丈

原
」
「
死
せ
る
孔
明
、
生
け
る
仲
達
を
走
ら
す
」
な
ど
は
、
見
る
人

を
し
て
血
湧
き
肉
躍
り
、
時
に
熱
涙
を
し
ぼ
ら
す
の
で
あ
る
。
そ

の
他
、
登
場
人
物
と
し
て
、
吉
平
、
華
佗
と
い
っ
た
医
師
、
干
吉

や
左
慈
と
い
う
道
教
的
な
人
物
が
で
て
く
る
。
特
筆
し
て
よ
い
の

は
、
孔
明
で
、
文
中
の
彼
の
服
装
や
、
年
画
や
版
画
の
絵
、
京
劇

で
の
衣
裳
か
ら
い
っ
て
全
く
道
士
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
彼
は
遁
甲
・
天
文
に
す
ぐ
れ
、
戦
い
の
勝
敗
を
予
測
し
、
ま

た
自
己
の
運
命
、
残
さ
れ
た
蜀
の
命
運
を
も
占
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
関
羽
は
孫
権
に
よ
り
殺
さ
れ
る
が
（
五
十
八
才
）
、
最
後

ま
で
、
信
義
を
全
う
し
た
の
で
、
武
の
神
、
信
義
の
神
、
つ
い
に

は
万
能
の
神
と
し
て
、
現
在
も
「
関
帝
廟
」
の
主
神
と
な
っ
て
い

る
。
清
代
、
順
治
帝
は
、
「
忠
義
神
武
霊
佑
仁
勇
威
顕
護
国
保
民
精

誠
練
靖
湖
賛
宣
徳
関
聖
大
帝
」
と
追
贈
し
て
い
る
。
総
会
で
は
こ

れ
ら
を
ふ
ま
え
て
発
表
す
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
婦
人
科
教
室
）
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